
　

小
学
生
を
対
象
に
し
た「
俳
句

出
前
教
室
」や「
夏
休
み
こ
ど
も
俳

句
教
室
」、
高
校
生
を
対
象
に
し
た

「
す
か
が
わ
俳
句
ラ
ボ
」を
毎
年
開

催
し
、
俳
句
の
楽
し
さ
や
魅
力
を

伝
え
て
い
ま
す
。

　

講
師
が
児
童
ク
ラ
ブ
に
出
向

き
、
子
ど
も
た
ち
に
俳
句
作
り
を

親
し
ん
で
も
ら
う
教
室
で
す
。

　

普
段
の
暮
ら
し
の
中
か
ら
句
材

を
見
付
け
、
言
葉
を
足
し
た
り
引
い

た
り
し
な
が
ら
俳
句
を
作
り
ま
す
。

　

低
学
年
の
部（
１
～
３
年
・
保

護
者
）と
、
高
学
年
の
部（
４
～
６

年
）に
分
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
青
空
の
下
、
風
流
の
は
じ
め
館

の
庭
で
、水
鉄
砲
や
シ
ャ
ボ
ン
玉
、

風
鈴
、
花
氷
な
ど
の
句
材
を
見
付

け
、
五
感
で
楽
し
み
な
が
ら
俳
句

を
作
り
ま
す
。

　
市
内
の
高
校
の
文
学
部
に
所
属

　

俳
句
と
い
う
眼
鏡
を
掛
け
れ

ば
、
何
気
な
い
日
常
が
季
語
に
彩

ら
れ
、
一
度
き
り
の
瞬
間
と
し
て

輝
き
ま
す
。
散
歩
し
て
い
る
と

き
、
心
に
留
ま
る
風
景
を
見
た
と

き「
こ
の
気
持
ち
を
残
し
て
お
き

た
い
」と
思
っ
た
ら
、
五
七
五
の

言
葉
に
書
き
留
め
て
く
だ
さ
い
。

俳
句
出
前
教
室

夏
休
み
こ
ど
も
俳
句
教
室

何
気
な
い
日
常
が

五
七
五
で
輝
く

講師・桔
きっこう

槹吟
ぎん

社
しゃ

同人の皆さんから
▶同じ景色やものを見ても違った俳句ができる
ところが俳句の面白さです。
▶上五・中七の12音で楽しかったエピソード
を書きましょう。その後の5音では「たのしい
な」などではなく、季語に入れ替えて俳句を詠

よ

んでみると、上手な句ができますよ。

す
か
が
わ
俳
句
ラ
ボ

子
ど
も
た
ち
が

俳
句
を
親
し
む
場
に

き
に
か
ぜ
が
さ
ら
さ
ら
さ
ら
と
な
つ
や
す
み

１
年　
　
り
く

れ
い
ぞ
う
こ
小
さ
く
な
っ
て
は
い
り
た
い

２
年　
　
か
な

三
年
目
ふ
で
ば
こ
ボ
ロ
ボ
ロ
夏
休
み

３
年　
な
お
と

夏
ざ
ぶ
と
ん
竹
の
に
お
い
が
ほ
ん
の
り
と

４
年　
ほ
の
か

い
な
光
思
い
出
す
の
は
母
の
に
お
い

５
年　
ら
い
り

か
た
つ
む
り
ぼ
く
の
テ
ン
ポ
で
進
み
ま
す

６
年　
　
れ
ん

風流のはじめ館 （72）1212

一度っきりの
　　「今」を詠む

■ こども俳句教室・すかがわ俳句ラボ

俳句教室に参加した俳句教室に参加した
子どもたちの俳句を紹介します子どもたちの俳句を紹介します

す
る
生
徒
を
対
象
に
し
た
俳
句
講

座
で
す
。

　
牡
丹
園
を
訪
れ
、
目
に
映
る
木

や
花
、
季
節
の
移
ろ
い
を
知
り
な

が
ら
俳
句
を
作
る
こ
と
で
、
俳
句

へ
の
興
味
と
理
解
を
高
め
ま
す
。

☞風流のはじめ館 （72）1212

　特撮に関する情報をシ
リーズでお知らせします。

特撮の技術~ブルーバック~
　ブルーバックは、合成技法の一つで、人物
などの素材を撮影するときに、青い布などを背
景に使うことを言います。
　青い背景（ブルーバック）の前で撮影した被
写体を切り抜き、別に用意した背景を合成する
ことで、海中や宇宙空間など様々なシーンを再
現することができます。
　被写体に青色が使われていると、合成したと
きに背景と同化してしまうため、緑色の背景（グ
リーンバック）が使われることもあります。
　日本の映画界でこ
の合成技法を初めて
導入したのが、円谷
英二監督と言われて
います。

特撮
シリーズ
特撮
シリーズ

すかがわ

№17

☞文化振興課 （88）9172

期
間　
9
月
17
日（
土
）～
12
月
11

日（
日
）

開
館
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
５

時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

会
場　
文
化
セ
ン
タ
ー「
小
ホ
ー
ル
」

休
館
日　
月
曜
日（
月
曜
日
が
祝

日
の
と
き
は
開
館
し
、
翌
日
休
館
）

入
場
料（
前
売
券
）

▼
一
般　
１
２
０
０
円

▼
中
学
・
高
校
生　
８
０
０
円

▼
小
学
生　
４
０
０
円

※
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
、
す
か
が

わ
観
光
物
産
館
ｆ
ｌ
ａ
ｔ
ｔ
ｏ
な

ど
で
9
月
16
日（
金
）ま
で
販
売

入
場
料（
当
日
券
）

▼
一
般　
１
3
０
０
円（
１
5
０
０
円
）

▼
中
学・高
校
生　
9
０
０
円（
１

　
「
ア
ニ
メ
ー
ジ
ュ
と
ジ
ブ
リ
展
」

ふ
く
し
ま
須
賀
川
展
が
い
よ
い
よ

始
ま
り
ま
す
。
展
覧
会
に
併
せ
て

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

ジ
ブ
リ
の
軌
跡
を
辿
る

■ 「
ア
ニ
メ
ー
ジ
ュ
と
ジ
ブ
リ
展
」一
冊
の
雑
誌
か
ら

　 

ジ
ブ
リ
は
始
ま
っ
た

文
化
振
興
課
（
88
）９
１
７
２

「風の谷のナウシカ」でナウシカ
役を務めた声優の島本須美さん

奇跡のあじさい「感謝コンサート」を
開催します
日時　9月18日（日）　午前10時～
午後2時（受付：午前9時）
会場　藤沼湖自然公園、三世代交流館
内容　藤沼湖1周ウオーク、あじさ
いの植樹、長沼地域の小・中学生に
よる作品展示コーナー、長沼中の生
徒による「紫

あ じ さ い

陽花賛歌」の合唱、オカ
リナ奏者による演奏、地元バンドに
よる演奏、景品付きじゃんけん大会、
無料振る舞い汁、地元商店による飲食物産販売　など
参加方法　事前に電話かFAXでご連絡ください（当日参加
も会場で受け付けます）。
☞長沼商工会・藤沼湖復興プロジェクト委員会（長沼商工
会内）（67）3121　FAX（67）3019

平成29年度の植樹祭

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

日
時　
9
月
17
日（
土
）　
午
前
9

時
～
10
時

会
場　
文
化
セ
ン
タ
ー「
大
ホ
ー
ル
」

内
容　
島
本
須
美
さ
ん
の
ゲ
ス
ト

ト
ー
ク
、
認
定
こ
ど
も
園「
く
る

み
の
木
」の
園
児
に
よ
る
合
唱

ジ
ブ
リ
映
画
上
映
会

日
時　
◦
10
月
1
日（
土
）　
午
後

2
時　
「
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
」　

◦
10
月
23
日（
日
）　

午
後
2
時

「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」

※
23
日
は
、
上
映
前
に
島
本
須
美

さ
ん
の
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
を
開
催

会
場　
文
化
セ
ン
タ
ー「
大
ホ
ー
ル
」

そ
の
他　
展
覧
会
の
チ
ケ
ッ
ト
ま

た
は
半
券
を
お
持
ち
の
人
の
み
入

場
可（
先
着
順
）

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル「
す
か
が
わ
み

ん
な
の
美
術
館
」

 

作
品
募
集 

対
象　
市
内
在
住
ま
た
は
在
学
の

小
学
・
中
学
・
高
校
生

内
容　
ジ
ブ
リ
作
品
に
関
連
す
る

絵
画
を
描
い
て
応
募
し
た
人
全
員

に
、
展
覧
会
の
招
待
券
を
1
枚
プ

レ
ゼ
ン
ト

※
1
人
に
付
き
1
点
ま
で

応
募
期
間　
9
月
15
日（
木
）ま
で

　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
ア

ニ
メ
ー
ジ
ュ
と

ジ
ブ
リ
展
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

 

作
品
展
示 

期
間　

10
月
8

日（
土
）～
22
日

（
土
）

会
場　
ｔ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ

０
０
０
円
）

▼
小
学
生　
5
０
０
円（
6
０
０
円
）

▼
障
が
い
者
で
手
帳
を
所
持
す
る

人
と
介
助
者
1
人
は
半
額

※（　
）内
は
土
日
祝
日
料
金

主
催　
「
ア
ニ
メ
ー
ジ
ュ
と
ジ
ブ
リ

展
」ふ
く
し
ま
須
賀
川
展
実
行
委
員
会

ホームページTwitterInstagram
（アニメージュとジブリ展）

　須賀川の「染工房 形
かた

幸
こう

」は、高度な技が要求される型染
物「江戸小

こ

紋
もん

」の技術を培い、代々その継承に努めてきまし
た。その技と作品を中心に展示し、江戸小紋の魅力を紹介
します。
期間　9月8日（木）～10月30日（日）　※火曜日は休館
開館時間　午前9時～午後5時

■ ワークショップ「染色～型紙で染める江戸小紋」
日時　10月13日（木）　午後1時30分～3時
場所　染工房 形幸（弘法担115-1）　定員　5人
講師　染工房 形幸　渡辺泰幸さん　参加費　500円
■ 東北一敷居が低い着物おはなし会「カジュアル着物のすすめ」
日時　10月22日（土）　午前10時～11時30分
定員　15人　講師　 Orange bird　宮﨑亜矢さん
※どちらも事前申し込みが必要です（電話予約可）。

風流のはじめ館テーマ展
江戸小紋を伝えるそのわざ

会期中の催し

9 8令和4年9月1日令和4年9月1日


